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相模湾より採集されたエポシガイ類

池田等・倉持車司・渡辺政美

Hiroshi Ikeda, Takashi Kuramochi and Masami Watanabe: 

Lepadomorpha (Crustacea: Cirripedia) Collected from Sagami Bay, 

Coast of Miura Peninsula, Central Japan 

はじめに

エボシガイ類は，古くは軟体動物の一群に含ま

れていたが3 卵発生後，甲殻類に共通する特徴的な

浮遊性幼生期（ノープジウス ・キプリウス幼生）を

経て， 筋肉からなる柄部で海中の付着基質に固着

する生活史をもつことが 19世紀前半になって明か

らになり，甲殻類に含まれるようになった動物群

である。エボシガイ類を含む蔓脚類完胸目は，エボ

シガイ亜目，プラキレパド、モルファ亜目，ハナカゴ

亜日，フジツボ亜目の4亜日からなり，汽水域～超

深海帯までの海洋に広く分布する。また，エボシガ

イ類の一部の種は，海洋上の漂流物を選択的に付

着基質とすることにより海流による分布拡散が促

され， コスモポリタンな分布域をもっ種が多し、。

相模湾沿岸域は，暖寒両海流の影響下にあるこ

とから，同海域を起源とする混雑した生物相を示

す海域である。相模湾の生物相の調査は，昭和天皇

を始めこれまでに多くの研究者によって行われて

きたが（例えば酒井，1965などにエボシガイ類相

についてのみ，まとめた報告はなし、。筆者らは，

1963年から 1999年までの長期にわたり ，三浦半島

周辺海域を中心とした相模湾のエボシガイ類の分

布調査を行い，採集された試料をもとに「1：目模湾エ

ボシガイ類目録」を作成した。

本報告にあたり ，多くの試料を提供していただ

いた三浦半島周辺海域の漁業関係者に感謝申し上

げる。

調査方法

1963年4月から 1999年9月までの期間に， 三浦半

島沿岸域の相模湾（図 1）において漁業者が行った

底刺網， および打ち上げによる採集調査を行った。

採集された標本は，液浸および乾燥標本にし，葉

山しおさい博物館（HSM-Cr℃）および， 筆者らが保

管している。
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結果

本調査により，4科9属16種 l亜種が採集された

（うち2種は未記録であり不明種）。したがって， 1、目
模湾から弘（1937）が報告した種を含め6科 15属

35種2亜種が確認された。ただし， この記録は長期

間における採集結果であり，特に黒潮に起因して

いる浮遊生活種は， 通年，相模湾に出現しているも

のではなく ，周期的な出現が認められる というこ

とを記しておく。

弘（1937）は，日本列島沿岸域より得られたエ

ボシガイ類8科 16属62種3亜種を報告しており，

木調査の結果，相模湾の構成種は， 日本産の総種

数の約56%を占めていることが確認された。また，

このうち浮遊生活種は，相模湾産エボシガイ類の

総種数20%を占めていた。

考察

浮遊生活種で出現頻度の高いエボシガイLepas 

anatifera Linnaeus，カjレエボシLepαsαnserijerα

Linnaeusは，かつては海面を漂う材木や軽石などの

自然物への付着が目立ったが，高度経済成長期以

降，プラスチック系人工物への付着が顕著になっ
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図1三浦半島および周辺海域．



た（村岡， 1976）。

海岸での打ち上げによって採集されたエボシガ

イ， カノレエボシガイ，ノレリエボシLepaspectinαIα 

Spengl巴r，ウキエボシLepasfascicularis Ellis & 

Solader，スジエボシConchodermavirgatum virgatum 

(Spengler），コスジエボシConchodermavirgatum 

hunte1 i (Owen），クラゲエボシAlepaspa c ~fi ca 

Pilsbryのうち採集例の稀なノレリエボシ，ウキエボ

シ，スジエボシ，コスジエボシ，クラゲエポシの採

集時期は，黒潮系暖流・暖水が相模湾沿岸へ接近し

た時期とほぼ一致することから，これらの種の分

布の中心は，熱帯から亜熱帯海域にあり，分布拡散

に海流が強く影響しているものと考えられる。ま

た， J朝間帯の岩礁域に生息するカメノテ Capitulum

mitella (Linnaeus）が成熟するのに l～5年かかる

(Nakamura & Tanaka, 1995）のに対して，浮遊性

のエボシガイやカノレエボシガイは水温に比例して

15日～ 1ヶ月ほどで急速に成長 ・成熟することが報

告され （遊佐 ・阿部， 1996），浮遊性エボシガイ類

の急速な成長は， J朝間帯の岩礁に比べ不安定な生

息、基質への適応結果であろうと考えられる。

ミョウガガイScalpellumsteamsi Pilsbryは，陸棚

縁部付近の岩機底の転石のみならず，海底に沈ん

だ人工物 ・自然物問わず固形物体に無選択に付着

し，南下浦沖では，採集個体数が特に多かった。本

種は， ミョウガガイ類中の最大種であり（武田，

1982），採集個体中，頭状音I）の長さが65mrn以上に

達する個体も多くみられた。

ミミエボシConchodermaauritum (Linnaeus）は，

鯨類の体表に付着するオニフジツボ Coronula

diademα （Linna巴us）の上や，船底に付着する（弘，

1937，武田，1982）とされているが，本調査では，

海底80～IOOmに沈んで、いた漁網および，ワイヤー

に付着した個体が刺網によって得られている。こ

れらのことから本種は， 浮遊生活だけでなく ，底棲

生活を行っている可能性も考えられるが，同時に

海底に落ち込んだものが二次的に海底の基質に付

着したものとも推測される。
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相模湾産エボシガイ類目録

凡例

①分類体系は， Newmanet al. ( 1969），学名は，弘（1937）に従い，その後の研究結果による学名などの

若干の変更を行った。

②HSM Crcと示している標本は，葉山しおさい博物館甲殻類資料9として保管されており，それ以外は筆者

らが保管している。

③学名の右肩に＊が示されている種は，弘（1937）以後相模湾からの採集記録のない種を示す。

エボシガイ目 OrderThoracica 

ミョウガガイ科 SeaI pe 11 i dae 

l.ミョウガガイ Scalpellumstearnsi Pilsbry 

採集地 南下浦沖水深80～ IOOm.1996-I. 

HSM Crc 0001 

2.ベニミョワガScalpellumrubrum Ho巴じ

3.ベニミョウガモドキ
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Scalpellum uniarticulαtum Nilsson-Cantell * 

4ヤスリミョウガScalpellwnformosumHoek* 

5ウロコミョ ウガ

Scalpellum condensum Nilsson-Cant巴II＊、

6ハナミョウガ Cαlanticaeos (Pilsbry) 

採集地 ．南下浦沖水深80～100111.1994 X. 

7.サガミハナミョウガ Calanticakurugeri Hirn * 



模式産地 ：相模湾沖の瀬

8.トゲハナミョウガ Calanticascorpio (Aurivillius) 

採集地 ：南下浦沖水深80～ 1OOm. 1994 V. 

9.ヒメミョウガ Smiliumasutm (Hoek) 

採集地 ：長井沖水深 JOO～ 150m.1998 X. 

10.カメノテ Capitulummitella (Linnaeus) 

採集地 ．芝｜｜府海岸．岩礁帯.1990-Vll. 

HSM-Crc-0002 

備考 ：三浦半島沿岸域の岩礁帯より多産する

／＼ダカエボシ科 Heteralepadidae

11.ハダカエボシHeteralep山 japonica(Aurivillus) 

12.ムラサキハダカエボシ

Heteralpas quadratα（Aurivillus) 

採集地 ：長井沖判明間帯下部～lOm.1990-VI.ショ

ウジンガニPlagusiadentipes d巴Haanに外部付着

13.エナガハダカエボシ

Paralepas pedunculata (Ho巴k)* 
14.クマサカハダカエボシ

Paralepαs xenohoras (Annandal巴）＊

15.イボハダカェボシ

Paralepαs tuberosa Nillsson-Cantell '!' 

トサカエボシ科 Koleolepadidae

16.トサカエボシ Koleolepasavis (Hiro) * 
模式産地 相模湾三崎

エボシガイ科 Lepadidae

17.エボシガイ Lepas仰 at件mLinn巴us

採集地 ：一色海岸打ち上げ採集.1990 III. 

HSM-Crcー0003

備考・打ち上げ採集で多く得られる

18.シラクピエボシ Lepashilli (L巴ac耐え

19.カノレエボシガイ LepasanserげeraLinna巴us

採集地 目長浜海岸 .1996 VI. HSM-Crc-0004 

長浜海岸.1996-VIII. HSM-Crc 0005 

一色海岸 .1990 VI. HSM-Crc-0006 

備考・打ち上げ採集で多く得られる

20. JレリエボシLepαspecti附 fαSpengler

採集地 ：畏浜海岸 1980-IX.
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21ウキエボシ Lepasfascicularis Ellis & Solader 

採集地 ．長浜海岸 1996-V.HSM-Crc-0007 

22.ミミエボシ Conchodermaauritum (Linnaeus) 

採集地：南下浦沖水深 JOO～ l50m. 1996-V. 

23a.スジエボシ

Conchoderma virgatum virgatum (Spengler) 

採集地 ：荒｜晴海岸打ち上げ採集.1997 VI. 

23b.コスジェボシ

Conchoderma virgatum hunte1 i (Ow巴n)

採集地：長浜海岸 l999IX. HSM Crc 0008 

24.クラゲエボシAlepaspacifica Pilsbry 

力イエボシ科 Malacolepadidae

25.カイエボシMαlacolepαSconchicola Hiro * 

トゲエボシ科 Oxynaspidae

26.カクトゲエボシ Oxynaspispacザ!caHiro * 

ヒメエボシ科 Poecilasmatidae 

27.ヒメ エボシ

Tri las mis (Poecilasms) kaempfe1 i Darwin ''' 

28.マルヒメエボシ

Trilasmis (Poecilasms) obliqua (Hark）ホ

29.クルミエボシ Trilasmis(Temnaspis) 

αmyadalum (Aurivillus）レ

30.クサズリウニエボシ

Megalasma (Megalasma) striatum Hoek * 
31.タテエボシ

Megalasma (Glyptelasma) carinatum (Hoek）点

32.ウスエボシ Octolasmisorthogonia (Darwin) * 
33a.オオウスエボシ

Octolasmis weberi weberi (Hoek）ホ

33b.ヤナギウスエボシ

Octolasmis weberi pennatulae Hiroド

34.カニエラエボシ Octolasmislowei (Darwin) * 
35.エラエボシ Octolasmisaymonini 

(L巴ssonaet Tapparone-Canefri）’i’ 



図2 l ミョウガガイ Scalpellumstearnsi Pi lsbry；横須賀市南下浦沖水深80m.1995-Il HSM-Crc 0012.〔殻

長33.6mm〕，2 ハナミ ョウガ Calanticaeos (Pilsbry）；，横須賀市南下浦沖水深80～ IOOm.1994-X. ［殻長

2 L.6mrn〕＇ 3 : トゲハナミョウガ Calanticascorpio (Aurivillius）；横須賀市南下浦沖水深80～JOOm.1994 

V. ［殻長 16.lmm〕，4：カメノテ Capitulummite/la (Linnaeus）；葉山町芝崎海岸 岩礁潮間帯 1990VII. 

HSM Crc 0002. 〔殻長18.7rnm],S ヒメエボシT1ilasmis (Poecilasms) kaempferi Darwin，葉山沖水深 100

～150m. 1970 X. HSM-Crc-0018〔殻長l1.5mm〕， 6. ヴキエボシLepasfascicularis Ellis & So lad巴r；横須賀

市長浜海岸 l996-V. HSM-Crc-0007. 〔殻長 17.2mm〕，7 コスジエボシ Conchodermavirgatum hunteri 

(Owen）；横須賀市長浜海岸 1999IX. HSM-Crc-0008.〔殻長17.0mm〕，8 スジエボシ Conchodermανirgatum

virgatum (Sp巴ngler）；，横須賀市荒11碕海岸 1997VI. 〔殻長 13.Smm], 9：カ／レエボシガイLepasαnserifera 

Linneus；横須賀市長浜海岸 1996-Vl.HSM-Crc 0004.※アサガオガイJanthinajanthina (Linnaeus）に付着，

I O：エボシガイ Lepasanatifera Linna巴us，葉山町一色海岸 1990-III.HSM Crc-0003. 〔殻長 14.4mm〕，

II ：ミミエボシ Conchodermaauritum (Linnaeus）；横須賀市南下浦沖水深 100～150m.1996-V. ［殻長

36.lmrn〕，12 ムラサキハ夕、カエボシHeteralpasquadrata (Aurivillus）；， 横須賀市長井潮間帯下部～ lOm.

1994-V. HSM-Crc 0009. 〔殻長86.0mm〕※ショウジンガニPlagusiadentipes de Haanの腹面側脚部に付着．
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